
(112) 印度學佛敎學研究第48巻 第2号 平成12年3月

チ ャ ン ドラ キー ル テ ィ の vyavahara

那 須 真 裕 美

1は じめ にvyavaharaと い う 語 は,チ ャ ン ド ラ キ ー ル テ ィ(Candrakirti600-650)

の 著 作 で あ るPR,SSVの 記 述1)か ら,世 俗(samvrti)・ 言 語 協 約(sanketa)と シ ノ

ニ ム で あ る と解 釈 さ れ る.ま たvyavaharaと し て の 諦 で あ るvyavaharasatyaと い う

合 成 語 に 関 して は,MABh,PR,SSVに 複 数 例 が 見 受 け ら れ る2).チ ャ ン ド ラ キ ー

ル テ ィ は 考 察(vicara)す る こ と に よ っ て 勝 義 へ 志 向 す る3)が,本 稿 で は そ の 考 察

の 対 象 と な る も の がvyavaharasatyaで あ る と考 え る.

IIvyavaharasatyaの 要 素 チ ャ ン ドラ キ ー ル テ ィ のvyavaharasatyaは,ど の

様 な 性 質 を 持 つ の か.MABh6:80釈 に は,

言 語 慣 用 の諦(vyavaharasatya)の み に住 して勝 義 が 説 示 され,勝 義 の 教 説 を理 解 す る こ と

によって,ま た勝義を証得する。以下のように[中]論[第24章10偶]に 「言語慣用に

依 らずに勝義は説示されない.勝 義の説示せずに浬葉は証得されない」 とお説 きになる.

この中で,勝 義の説示は方便所生であり,果 であるものである.即 ち[勝 義の説示(=言

語慣用の諦)は]方 便所生であり,果 であり,証 得されるべきものであり,考 察されるべ

きものである4).

と説 か れ,① 方便所 生の もの,② 果 であ るもの,③ 証得 されるべき もの,④ 考察

され るべ きもの,と い う4つ の要 素が示 されてい る.

ま たssvやMABhに は,世 間の人々に諦 と認め られた もので ある,lokavyavah-

arasatyaと い う合成語 も見 られ る5).し か し,lokavyavaharasatyaは 考 察すべ き対象

で はな く,vyavaharasatyaと は異 な るものを意 味す る.

IHvyavaharasatyaと 考 察(vicara)の 関係 チ ャン ドラキールテ ィの著作 に

おいて,考 察(vicara)は 勝 義 を証得す る ことを意 図する文脈 に現 れ る6).ま たPR3:

4釈 で は,

それ故に,も し言語慣用の諦(vyavaharasatya)で あるならば,も ののみのように作用もま

た認められなくてはならない.も し,真 実の考察(tattva.cinta)を 為 すならば,そ の場合,

作用 という観点から,も ののみも存在しないと貴方は認めるべきである7).

と説 か れる.こ の記述か ら,vyavaharasatyaは 考 察 が加 え られ る場合 には,勝 義へ
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志 向 す る こ とが出 来 るもの だ と考 え られ る.即 ち,チ ャ ン ドラキー ル テ ィ は

「vyavaharasatyaに 対 す る 考 察(vicara)」 と い う機 能 を 通 じ て,勝 義 を 証 得 す る 方 法

と し た と 言 え る.

一 方ssvに よ れ ぼ
,チ ャ ン ド ラ キ ー ル テ ィ のsamvrtisatyaは,vyavaharasatyaと

異なった要 素を持つ と考 えられ る.

まず,或 る者にとってこれは世俗[諦]で あると言われるもの,そ れはその者にとっては

真実のものではない.世 間の人々によって理解されるものだからである.そ の対象に対し

て考察をする必要はない.世 間の言語慣用において諦であるもの として認められるもの

は,ま た聖者の世間世俗諦 として認められる8).

こ の 様 にsamvrtisatyaは,① 考 察 す る必 要 が な い も の,② 世 間 の 言 語 慣 用 の 諦(1・ka-

vyavaharasatya)で あ る も の,と い う性 質 が 考 え られ る.ま た,

[何故二諦を説 くのかと言えば]そ れ故に世俗諦であるものは,勝 義諦に入るべき方便で

あるか らである.[世 俗諦は]自 と他 からの生起が考察されない場合,世 間的な知識

(laukikamati)[・ 世聞的な言説(laukikavyavahara)]と して認められる9).

とMABh6:35釈 に説 かれ る.samvrtisatyaは 勝 義 を証得す る為 の方便 であ るが,考

察が加 えられない限 りはlokavyavaharaで あ る.次 に掲 げ るSSVの 記 述 に見 るよ う

に.10kavyavaharaは 勝 義 を証得す る為 の考察 の対象 ではない.つ ま り,samvrtisatya

自身 で は考察の対象 にはならないのであるlo).

世間 の人々の言語慣用(lokavyavahara)を 考察する場合,[世 間の人々の言語慣用におい

ては]正 しい事柄(=勝 義)が 成立しないから,聖 者によって世間の人々の言語慣用が世

俗 と言われるll).

こ れ らの資 料 よ り,vyavaharasatyaが 考 察 され るべ き もので あ るの に対 して,

samvrtisatya自 身 は勝 義へ志向す る手段で はない と言 える.通 常vyavaharasatyaと

samvrtisatyaは 同 様 のもの として扱 われるが,考 察(vicara)の 対 象で あるか否 か と

い う点で は異 なるものである.

rvチ ャ ン ドラキール ティの 「勝義へ志向 させ る方法」 チ ャン ドラキールティ

は,勝 義 を証得す る為 にvyavaharasatyaを 考 察 す る方法 を採 った.し か し,PRI:

1等 で,バ ーヴィヴェーカが限定辞 「勝義 とい う観点か ら」(parama曲atah)を 用 い

る こ とを批 判 して い る.こ の 限定 辞 は,協 約 的勝 義諦(・sanketika―parama曲asatya)

と呼 ばれる,勝 義 を証得す る為 に設定 した ものであ る.ま た,バ ー ヴィヴェーカの

協約的勝義諦 は,勝 義的勝義諦(・panamarthika-paramarthasatya)

に基 づ いて設定 された,向 下 的な ものであ る12).
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これ に対 して,チ ャ ン ドラキールテ ィの採用 した方法 は,否 定媒介で あるvyava-

harasatyaを 用 い る とい う向上的 なものである.こ の両者 の方法論 には,機 能 的な

差 はあ るが,協 約的勝 義諦 とvyavaharasatyaと い う媒介 的役割 を担 うものを設定 す

る構造 とい う点で,類 似 してい る と考 える.

V結 語vyavaharasatyaと は,勝 義 の説示 に用い られ る,考 察 され るべ き も

ので あ る.samvrtiとvyavaharaと い う語 自身 はシノニ ムで あるが,samvrtisatyaと

vyavaharasatyaは 同 一の もので はない.samvrtisatya自 身 は勝義 へ志 向させ る手段

ではないのに対 して,vyavaharasatyaは 考 察 とい う機能 に結 び付 くこ とによって,

勝 義 へ志向 させ る手段 とな るもので ある.

ま た,バ ー ヴィヴェーカが協約 的勝義諦 によって勝義 へ志向す る手段 とす るの

と同様,チ ャ ン ドラキー一ルテ ィはvyavaharasatyaを 考 察す る ことによって,勝 義 へ

志向させ る手段 とす るので ある.

1) PR (Poussin p.492 11. 10-13) , SSV (Erb p. 212 1.40-p. 213 1.4) 2)MABhに7回,

PRに3回,SSVに1回 出 る(岸 根 敏 幸 「samvrtisatyaとvyavaharasatya」 『印仏 研 』42-1)

と指摘 され るが,PRに は更 に1例(p.3561.2)が あ る.ま た,こ の語 はバ ー ヴ ィ ヴ ェ ー

カ の著 作 中 で は,Prajnapradipal8;8a釈 に1度 の 用 例 が 認 め られ る に過 ぎ な い3)江

島 恵教 「中観 学 派 に お け る対論 の 意 義 」『仏 教 思 想 史 』3pp.168-1734)Poussinp.178

11.8.15.小 川氏 は,ジ ャ ヤ ー ナ ンダ 註(PNo.5271241all.2-4)に 基 づ き 「方 便 所 生 の も

の 」 は 勝 義 と解 す る(『 空 性 思 想 の 研 究 』p.201).だ が,チ ャ ン ドラ キ ー ル テ ィの 想 定 す

る勝 義 諦 は 「言 語 を 超越 した もの 」(ex.PRI8:9)で あ り,ま たPoussin訳 に従 っ て,本

稿 で は 「方 便 所 生 の もの 」は勝 義 の説 示,即 ちvyavaharasatyaで あ る と解 釈 す る.5)

ssv(Erbp.21311.20.24),MABh6;35(Poussinp.12111.5-17)6)他 に もvi-scarの

派 生 形 やcinta等 が,PRp.2111.4-5,PR .μ17211.12-14等 に見 られ る.7)Poussinp.

12111.5-8.8)Erbp.21211.30-33.9)Poussinp.11611.6-9..括 弧 内,ッ ォ ン カバ

註 よ り補 い10)Poussinp.12011.1-411)岸 根 氏 は 「samvrtisatyaを 考 察 す れ ば

vyavaharasatyaに な る」 と解 釈 す る(前 掲 論 文p.90)が,こ れ を積 極 的 に指 摘 す る記 述 は

見 られ な い12)Erbp.21211.37-39,斎 藤 明 「『空 七 十 論 註 』 に お け るCandrakirtiの

二諦解釈」『印仏研』29-2参 照. 13) Prajnapradipa-tika24 : 10

PR Prasannapadd Poussin ed. Mulamadhyamakakarikas de Ndgarjujna, 1970 

MABh Madhyamakavatara-bhasya Poussin ed. Madhyamakavatdra par Casndrakirti, 1970 

SSV Suflyatasaptati-vrtti Erb ed. Suizyatasaptativrtti,Tibetan and Indo-Tibetan studies6,1997
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